























































7 ）AK V 25a2.




















9 ）AKBh295, 14. LA D112a6/P141b2.
10）cf. SA469, 12～13. 本書第 2 章参照。









13）=TSP616, 5～6 . =LA D112b2/P141b6.























































23）cf. SA469, 25. 本書第 2 章参照。TSP614, 18.
24）この文の意図は、「本性が変化しない限り、離貪は起こらない」ということであ
ろう。



















26）cf. SA469, 27～31, fn. 6. 本書第 2 章 100, 10および107, n. 7 参照。江島1986：n. 30 
参照。
27）AKBh296, 19～.
28）LA D113a4～5/P142b2～3, SA470, 3～7, TSP614, 21～23 はいずれも「作用」と
絡ませてヴァスミトラ説を註釈している。江島1986：n. 32, 33 参照。
29）TA［T］ D136b2/P272a3：tha dad pa’i を tha mi dad pa’i と訂正。LA D113a5 
/P142b4: tha mi dad pa’i. cf. TSP614, 20～21 （D81a2/P115b7: tha mi dad pa’i）.
30）cf. SA470, 7～9. 本書第 2 章参照。cf. TSP614, 20～21.
31）cf. SA470, 3；TSP614, 23.
32）cf. SA470, 9～11.




















34）梵文写本もこの和訳通りである。cf. 江島1986 （n. 39）.
35）江島1986：n. 43 参照。cf. SA470, 14～16.
36）cf. SA470, 16～17；TSP615, 5.
37）cf. TSP615, 5～6.
38）TA［T］の du tsam gyi を TA［S］により dus tsam gyi に訂正した。
39）LA D113b2/P142a2: rdzas ni gzhan ma yin no. cf. SA D114b6/P130a1: rdzas 






40）TA［T］: grangs can gyi bzhin du…を誤とし、LA P143a2：grangs can gyi 






















41）cf. SA324, 31～325, 5 ad AKBh159, 18～22.
42）cf. SA470, 19～20；TSP615, 8～9. 江島1986: n. 52参照。














44）　cf. NA631b6～10. TA［T］：「類似したものが連続して起こる」→ NA：「性類異」；
TA［T］：「或る属性が消滅して別の属性が生じる」→ NA :「法隠法顕」























46）江島1986：n. 60 の指摘通り、TA［T］: mi ldan pa’i に否定の語を加えるべき
であろう。従って、“mi ldan pa ma yin gyi”と訂正。
47）TA［T］: “mi ldan pa”を“mi ldan pa ma yin”と訂正する。SA, LA 参照。
48）TSP615,13: arthāntarabhūta- と関係があるように思える。
49）江島1986：n. 63の指摘通り、TA［T］: dang bral ba を dang ma bral ba と訂正。
50）江島1986：n. 64 の指摘通り、TA［T］: dang mi ldan pa を dang ldan pa と訂
正。

















52）LA D114a1～2/P143b2～3；SA470, 30～471, 3. 本書第 2 章和訳参照。cf. TSP 
615, 17～19. 江島1986：n. 66, 67 参照。
53）AKBh297, 12～：「そのダルマが［まだ］作用しないとき未来である。［作用］
するとき、現在である。［作用］して消滅したとき、過去である。」
54）TA［T］: mi を mig と訂正。LA P143b4: mig. cf. SA P130b1～2/D115a6: bya 































59）cf. TSP 617, 12～13.
60）cf. SA471, 8～11. 本書第 2 章和訳参照。
61）AKBh297, 16.
62）cf. TSP 617, 14～17.
63）jātyādaya（TSP 617, 14～15）
64）TSP 617, 15では、両者の間に adhipatiphala（増上果）を加える。














































図示しておく。（AK II 55, 56, 59等より）
68）cf. SA471, 15～20 . 本書第 2 章参照。TSP 617, 17～18.
69）TA［T］: de lta na bya ba yang snga ma bzhin du snga ma nyid du ’gyur ro 
は意味不明のため、LA D114b3/P144a5: de lta na yan
4
 phyed da ltar ba nyid 
du thal bar ’gyur ro で読む。cf. TSP 617, 18～19;  SA471, 20～25. 本書第 2 章
和訳参照。
70）NA631c5～17および TSP 617, 19～23は NA の内容の要約。
71）TA［T］ は「力のみが作用ではない」と読める。
72）NA631c7～8：非唯作用総摂功能。亦有功能異於作用。
73）TA［T］: min を mun と訂正。
74）TA［T］: mig las tha dad pa’i nus pa を mig gi lta ba’i nus pa と訂正。宮下
1986: 34, n. 26 参照。





















と再び訂正する。cf.  Frauwallner（1973：11）は「至無為」と読んでいる。（Ist 

















































































94）TA［S］及び文脈から見て、“rdzas kyi sgo nas tha dad pa”を“rdzas kyi 
sgo nas tha mi dad pa”と訂正する。
95）TA［S］及び文脈から見て、“mthong bas so”を“mi mthong bas so”と訂正
























































































tati）を TSP620, 7=D84a1/P118b8に依って“yod pa”　
（sattā）に訂正。この訂正は TA［S］によって正しいことが判明。
112）TA［T］: btags を brtags に訂正。cf. P119a1/D84a2.



























































































 ca vaśitvakāle samanvāgamākhyāh
4


















































134）＝ TSP621, 12: nâpi dharmamātram svabhāvāstitve ‘pi kadācid abhāvāt.
135）下線部の TA［T］は訳すと「作用という特性が前にないのは相続と同様では
ない」で意味不明のため、TA［S］に拠って訳した。=TSP621, 12～13.
136）TA［T］: chos tsam gyi を TSP （P119b5/D84b4） に依って chos tsam yang 
ma yin te に訂正。
137）TA［T］: ma yin pa’i phyir ro を yin pa’i phyir ro に訂正。
138）NA633a24～ b2. =TSP621, 11～15.
139）　TA［T］のこの一文は意味不明のため、NA633b3～4及び TSP621, 16～17に














































148）TA［T］ で は『 倶 舎 論 』 の「 か つ て な い 」（sngon ma byung ba yin ＝























































































































162）次の文は意味不明（de lta yin na … thal bar ’gyur ro ||）。
163）AKBh299, 7：「…また、たとえば消えて『ある』灯火は私によって消されたの
ではない」と言う人があるように…」。但し、TA と AKBh の蔵訳は一致し
ない（TA［T］: ji ltar ’gags pa yod;  AKBh: dper na mar me shi ba ni yod）。




















































































































































185）　以下に、NA626a18～27の議論が引かれている。TA は NA と若干異なる。な
お、宮下1986：31に TA のこの部分が和訳されている。













































































































































































211）この場合は、「能作因・増上果」の関係を想定しているのであろう。cf. AK II 
56b: 「先［に説かれた因］の果が増上果である。」; AKBh94, 20: 「先とは能作
因が先に説かれたからである。それの［果が］増上果である。」なお、能作因
とは、ある存在要素の生起に対して妨げとならないもののすべてを意味する。
cf. AK II 50a.






















































































































































































































































































































































































270）TA［T］の“bras bu skye ba’o” に“dang” を補って、“bras bu dang skye 







273）この一文は、NA634a6～7によって、TA の“rnam grangs kyis ’gags pa’i rigs 














































































































































































301）TA の“dus kyang”を“dus las kyang”に訂正する。本段落は一つ置いて前
の段落の内容の繰り返しのようになっている。
302）AKBh301, 16：「付随して入った［考察］が終わった。」
303）AK V 24c2d.
